
 2005年度卒業論文構想発表会 2005.7.16

No. 開始時間 氏名 担当 論題
1 10:30 越後秋穂 大橋 ファーストフード店における作業ミスの分析
2 10:40 蜂屋直子・上田さよ子 佐々木 恥の発生要因と行動抑制機能との関連
3 10:50 安部もりえ・及川琴美・小林由加子 高田 女性の心理的な性別アイデンティティと憧れる女性との関係
4 11:00 藤原千芽・中川真衣子 高田 人はなぜ嘘かもしれない真実を真実として受け入れるのか

5 11:10 日野聖美 高田
顔の印象が声のイメージに及ぼす影響
－性格を媒介として－

6 11:20 五十嵐ちがや・山内くるみ 大橋 録音された和歌の記憶にBGMが及ぼす効果
7 11:30 岩井望 佐々木 空書の伝達機能についての検討
8 11:40 菊池理沙・村上美幸 大橋 絵を描くことが偶発記憶に及ぼす影響

9 11:50 今野舞 大橋
認知行動療法の個人差要因に関する基礎的研究
―幾何学的錯視の錯視量を減少させる教示の効果に着目して―

10 12:00 工藤静香 大橋 太字が記憶に及ぼす影響

11 13:00 松本裕香・伊藤千尋 高田
なぜオタクは生まれるか
～日本的な人間観との関連から～

12 13:10 宮下亜紀子・齋めぐみ 高田
CMCの過剰使用と青年のソーシャルスキルの関係
～青年のCMC利用の実態と親の認知との差～

13 13:20 中川裕美・千葉いづみ 高田 パーソナルカラーが印象評定に与える効果

14 13:30 大井開子・岡村美保・桜庭智恵子 高田
居住地域が青年期の社会的態度と性格に及ぼす影響
～県民性を中心として～

15 13:40 佐々木真美・渡辺果林 大橋 色の典型性が記憶に与える影響

16 13:50 山田美穂・小山真美 大橋
女子大学生の依存傾向
―依存対象と自尊心との関連性―

17 14:00 阿部沙寿美・早川紗知子 佐々木 好みと癒し　―その意味とイメージ―
18 14:10 阿部愛・高橋りか 大橋 『見られること』が作業効率に与える影響

19 14:20 遠藤千春・加茂亜矢子 大橋
色彩がストレスに及ぼす影響
―内田クレペリン精神作業検査を用いて―

20 14:30 八文字瞳・三浦潤子 高田 ルールの守られやすさと自己意識の関係

21 15:00 林佳奈 高田 ファッション商品に関する知識と関心が情報探索行動に与える影響
22 15:10 伊藤由佳・鈴木由梨 大橋 句読点の利用が読み手の印象に与える影響
23 15:20 鹿野祐子・山田幸恵 大橋 大学生における携帯電話依存と心理傾向
24 15:30 菊地希美・村上宏美 大橋 コンビニにおける精算時の行動分析

25 15:40 木村純子・庄子ひとみ 高田
他者存在が個人の作業効率に及ぼす影響
～社会的促進の観点から～

26 15:50 日下享子 佐々木
画像の本物らしさの印象について
－なぜ見たことのないものを本物みたいだと思うのか－

27 16:00 松岡千恵 大橋 大学生の授業中の居眠りに関する心理的要因
28 16:10 佐々木彩夏・菅原真理子 佐々木 テレビゲームと女子学生の心理
29 16:20 佐藤みゆき 大橋 天気による気分の変化と性格特性

昼　　　食

休　　　憩


